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三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
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記

市
東
さ
ん
の
農
地
を
守
ろ
う　

第
３
滑
走
路
粉
砕
！　

安
倍
政
権
打
倒
！

　

10
・
８
全
国
総
決
起
集
会

【
日
時
】
10
月
８
日
（
日
）
正
午

【
会
場
】
成
田
市
東
峰
・
萩
原
富
夫
さ
ん
宅
畑

　
　
　
　

（
市
東
孝
雄
さ
ん
宅
南
側
80
㍍
）

【
主
催
】
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟

（
連
絡
先
）
成
田
市
天
神
峰
63
市
東
孝
雄
方　

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
７
６
（
35
）
０
０
８
７

■
京
成
成
田
駅
前
に
、
会
場
ま
で
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
用
意
し
ま
す

▼
11
・
20
分
発
～
11
時
40
分
到
着
予
定

■
車
の
場
合
は
、
成
田
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
２
９
５
号
線
に
は
い
り
、

芝
山
町
（
空
港
）
方
向
。
成
田
東
武
ホ
テ
ル
の
交
差
点
（
「
取
香
橋
」
）

を
左
折
、
東
横
イ
ン
（
ホ
テ
ル
）
を
過
ぎ
て
Ｔ
字
路
を
右
折

★
東
横
イ
ン
前
の
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
道
は
廃
道
に
な
り
ま
し
た
。
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
（
地
図
参
照
）

　

全
国
の
仲
間
の
皆
さ
ん
。
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
は
来
る
10
月
８
日
（
日
）
、「
市
東
さ
ん
の
農
地
を
守
ろ
う
！

　

第
３
滑
走
路
粉
砕
！　

安
倍
政
権
打
倒
！
」
の
全
国
総
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
集
会
は
、
８
月
９
日
に
95
歳

で
逝
去
さ
れ
た
故
北
原
鉱
治
事
務
局
長
の
闘
魂
に
学
び
、
断
固
受
け
継
ぎ
、
三
里
塚
闘
争
の
新
た
な
前
進
を
宣
言
す
る
集

会
で
す
。
全
力
で
の
結
集
を
訴
え
ま
す
。

　

三
里
塚
闘
争
は
今
年
、
市
東
孝
雄
同
盟
員
の
農
地
を
守
り
、
強
制
執
行
を
許
さ
ぬ
大
き
な
前
進
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま
し

た
。
最
高
裁
判
決
が
出
た
後
、
弁
論
終
結
後
の
事
由
を
基
に
、
地
方
裁
判
所
に
よ
る
執
行
を
差
し
止
め
る
請
求
異
議
裁
判

を
開
始
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
弁
論
を
継
続
的
に
開
か
せ
て
い
る
の
で
す
。
一
度
確
定
し
た
最
高
裁
判
決
の
執
行
を
差
し

止
め
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
市
東
さ
ん
の
生
き
る
権
利
を
奪
う
暴
挙
へ
の
怒
り
と
三
里
塚
闘
争
51
年
の
正
義
性

が
裁
判
闘
争
を
切
り
開
い
て
い
ま
す
。
２
度
の
署
名
提
出
と
決
戦
本
部
の
継
続
的
な
奮
闘
で
強
制
執
行
と
対
峙
し
て
い
ま

す
。
「
不
屈
・
非
妥
協
に
闘
え
ば
国
策
で
さ
え
阻
止
で
き
る
」
と
い
う
事
実
を
人
民
の
目
の
前
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
２
０
１
３
年
５
月
19
日
以
来
、
52
回
に
も
及
ぶ
、
月
一
度
の
空
港
周
辺
地
域
一
斉
行
動
は
地
域
に
深
く
根
を
張

り
、
住
民
と
の
結
び
つ
き
を
強
固
に
し
て
来
ま
し
た
。
昨
年
９
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
成
田
空
港
機
能
強
化
案
」
の
攻
撃
に

対
し
て
、
騒
音
下
住
民
の
怒
り
が
爆
発
し
て
い
ま
す
。
２
カ
所
で
住
民
の
自
主
的
決
起
が
始
ま
り
、
住
民
団
体
が
作
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
決
起
は
、
反
対
同
盟
の
周
辺
一
斉
行
動
と
響
き
あ
う
も
の
で
す
。
国
や
空
港
会
社
に
対
す
る
連
帯
し
た
闘
い

を
大
き
く
広
げ
、
再
び
こ
の
地
に
〝
大
地
の
乱
〟
を
ま
き
お
こ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
市
東
さ
ん
の
農
地
の

強
制
執
行
を
阻
む
闘
い
と
一
体
で
す
。

　

そ
し
て
、
三
里
塚
闘
争
の
前
進
は
ま
さ
に
今
、
安
倍
政
権
が
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
改
憲
・
戦
争
の
攻
撃
と
真
っ
向

か
ら
激
突
し
て
い
ま
す
。
「
反
戦
の
砦
・
三
里
塚
」
の
闘
い
は
安
倍
政
権
の
も
く
ろ
む
戦
争
の
た
め
の
国
内
体
制
作
り
を

打
ち
破
る
切
っ
先
で
す
。

　

市
東
さ
ん
の
強
制
収
用
阻
止
の
闘
い
は
、〝
全
人
民
総
反
乱
〟
の
芽
で
す
。
10
年
も
か
け
、
違
法
に
違
法
を
重
ね
て
強

行
し
た
最
高
裁
判
決
が
、
現
実
に
は
執
行
で
き
な
い
と
い
う
事
態
を
国
家
権
力
に
強
制
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
軍

事
転
用
を
目
的
と
す
る
第
３
滑
走
路
計
画
予
定
地
の
足
下
で
、
住
民
自
身
が
反
乱
を
開
始
し
た
の
で
す
。

　

朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
・
安
倍
政
権
の
戦
争
策
動
、
安
倍
政
権
に
よ
る
２
０
１
７
～
１
８
年
の
改
憲
策
動

を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
地
方
切
り
捨
て
、
労
働
法
制
改
悪
攻
撃
と
闘
い
ま
し
ょ
う
。
新
自
由
主
義
政
策
の
破
綻
は
誰

の
目
に
も
明
ら
か
で
す
。
10
・
８
集
会
を
国
策
に
あ
ら
が
う
す
べ
て
の
人
び
と
が
集
い
、
先
頭
に
立
っ
て
安
倍
政
権
を
打

倒
す
る
集
会
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
動
労
千
葉
を
は
じ
め
と
し
た
６
０
０
０
万
労
働
者
と
の
連
帯
を
何
よ
り

も
拡
大
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
福
島
・
沖
縄
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
と
つ
な
が
り
、
労
農
学
市
民
の

間
に
三
里
塚
闘
争
陣
形
を
広
く
、
深
く
拡
大
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
10
・
８
集
会
を
新
た
な
三
里
塚
闘
争
の
出
発
点
に
す

る
た
め
全
力
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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